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Press Release 
2023 年 11 月 28 日 

株式会社マイナビ 

 

マイナビ、「2023年冬のボーナスと転職に関する調査」を発表 

「賞与が少ない」ことを理由に転職をしたことがある人は 62.5％ 

転職するタイミングを「賞与を貰ってから」に調整したことがある人は 50.4% 

「自分の仕事に見合う理想の賞与額」は平均89.2万円。「今年の冬の想定支給額」は平均46.2万円。 

理想と現実で大きく乖離が生じる結果に。 
 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、正社員の 20 代

～50 代男女のうち、2023 年 10 月に転職活動をした人、今後 3 か月で転職活動を行う予定の人 1,318 名

を対象とした「2023 年冬ボーナスと転職に関する調査」を発表しました。調査結果の概要（一部抜粋）

は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

現職の賞与が少ないことを理由に転職をしたことがある人は 62.5％となった。また、賞与が少ないこと

が一番大きな転職理由だったとする人は 25.4％だった。一方「賞与が少ないことは一番の理由ではなか

った」と回答した人に主な転職理由を聞いたところ、「賞与以外の給与（月給）が低かった」が 17.9％

で最も多かく、賞与が一番の理由ではなくても、給与に関する不満が転職に繋がっていることがうかが

える。【図 1、2】 

 

現職の賞与額が高いことを理由に転職をやめたことがあるかを聞いたところ、「やめたことがある」が

全体では 30.7%で、役職別にみると部長クラスが最も高く 41.3%だった。賞与は転職の決め手にも、転

職を思いとどまる要因のひとつにもなる可能性があり、働く人の勤続への意欲に影響することがわかる。

【図 3】 

 

自分の仕事に見合う理想の賞与額についても聞いたところ、全体平均は 89.2 万円、部長クラスでは 193.4

万円、課長クラスでは 132.7 万円となった。特に部長・課長クラスでは「賞与が高かったので転職をし

なかったときの賞与額」と大差がなかったため、極端に高額な賞与が必要なわけではなく、自分の仕事

に見合う金額であれば転職を思いとどまる人が多いと考えられる。【図 4】 

 

今年想定している冬の賞与額については、平均 46.2 万円（前年冬の賞与額の平均値：46.7 万円）とな

り、前年よりも低く見積もっている人が多く、自分の仕事に見合う理想の賞与額（平均 89.2 万円）とも

大きく乖離が生じる結果となった。また、賞与額が想定を下回ったときに「転職意欲が高まる」割合は

72.3％で、役職別に見ると課長クラスが最も高く 80.2％だった。【図 5、6】 

転職のタイミングについて、「賞与支給日を逆算して事前に転職活動を始めた」は 31.5％で、「賞与額を

見てから転職活動を始めた（18.9％）」と合わせると 50.4％となり、約半数の人が賞与にあわせて転職の

タイミングを調整していることが分かった。その理由を自由回答で聞いたところ、「賞与は今まで働い

《TOPICS》 

▼ 賞与が少ないことを理由に転職したことがある人は 62.5％【図 1、2】 
 
▼ 自分の仕事に見合う理想の賞与額は平均 89.2 万円。「今年の冬の想定支給額」は平均 46.2 万

円で理想と現実で大きく乖離が生じる。【図 3、4、5】 
 
▼ 賞与によって転職のタイミングを調整したことがある人は 50.4％。「賞与は今まで働いた分の

報酬であるためもらえないと損をした気分になる」や「今後の生活に支障が出ないように」とい

った声も【図 6、7、8】 
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た分の報酬であるためもらえないと損をした気分になる」や「今後の生活に支障が出ないように」とい

った、今まで働いた対価を求める人や、転職活動時の生活を考えている人が多い傾向にあった。【図 7、

8】 

 

【総評】 

今回の調査では、賞与額は転職と少なからず関わりがあることがわかりました。賞与額が想定を下回る

と転職意欲が高まり、実際に 6 割以上の人が「賞与額が少ない」ことを理由に転職をした経験があるこ

とがわかっています。納得感のある賞与額が社員の転職を止める一因になると考えられますが、金額だ

けでなく、評価についてのフィードバックを丁寧に行うことで、社員に自身の評価と賞与額について納

得感をもってもらうことができるでしょう。働く人への利益の還元に注力している会社は、人材が定着

しやすいと考えられます。人口減少・少子高齢化によりさらなる労働力不足が予想される現在、賞与を

含めた給与待遇の改善は、重要な課題となりそうです。 

キャリアリサーチラボ研究員 朝比奈あかり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】「賞与が少ない」以外の主な転職理由（上位抜粋） n=489 

【図 1】「賞与が少ない」ことが理由で転職をした経験はあるか 
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【図 4】賞与が高かったので転職をしなかった時の賞与額 

【図 3】賞与が高かったので転職をしなかったことがあるか 
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【図 5】今年想定している冬の賞与額 

【図 6】賞与額が想定を下回ったときに「転職意欲が高まる」割合  

今年想定している

冬の賞与額

前年の

冬の賞与額

全体 (1318) 46.2万円 46.7万円

部長クラス (119) 92.2万円 89.9万円

課長クラス (157) 79.7万円 82.5万円

係長・主任・職長クラス (296) 52.4万円 53.1万円

役職には就いていない (746) 27.5万円 27.8万円
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【図 7】転職のタイミングを賞与後に調整したことはあるか 

【図 8】転職のタイミングを賞与後に調整したこと理由（フリー回答／一部抜粋） 

※調査結果の詳細は会社 HPのニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます 

【当社に関するお問い合わせ先】 

株式会社マイナビ 

社長室 広報部 鈴木 

Email：koho@mynavi.jp 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社マイナビ 

キャリアリサーチラボ 研究員 朝比奈 

Email：myrm@mynavi.jp 

【調査概要】「2023年冬のボーナスと転職に関する調査」 

調 査 期 間：2023年11月1日（水）～2023年11月6日（月） 

調 査 方 法：外部パネルによるインターネット調査 

調 査 対 象：正社員として働いている20代～50代の男女のうち、前月転職活動を行った人または今後 

3か月で転職活動を行う予定の人（3か月以内に中途入社した人を除く） ※調査時点 

調 査 機 関：株式会社マイナビ（アンケートモニター提供元：外部調査会社） 

有効回答数：1,318名 

30代:男性 メーカー
賞与の前月に退職してしまうとそこまで働いた分の賞与が一切貰えず損をした気

分になってしまうから

50代:女性 金融・保険、コンサルティング 賞与を支給された方が今後の生活にとって良いと思ったから

40代:男性 メーカー
金銭面で転職活動に支障が出ないように

また過去の成果に対する対価を受け取る権利は活用しようと思ったから

30代:男性 運輸・交通・物流・倉庫
転職することは決定事項だったので、

あとはどのタイミングで転職するかと考えたときに、ちょうどいい理由になった
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